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【目的】 
リクセル＋HDF による治療とオンライン HDF による治療を比較し、その臨床的差

異を調査する。 
【方法】 

HDF＋リクセル治療からオンライン HDF 治療へ変更になった患者数名に対し、変更

前、変更後１か月、3 カ月、6 か月時点での、血液検査及び身体所見、VAS を用いた

QOL の調査などを行い比較した。 
【結果】 
β2 除去率は上昇したものの、血液検査上では大きな変化は見られなかった。身体所

見も大きく変わったところはなかったが、透析中のバイタルの安定、治療後の疲労感の

軽減などの項目で、オンライン HDF 変更後改善が見られた。但し、疼痛などの項目で

は、リクセル使用時に効果を実感しているとの結果も見られた。 
【考察】 
どちらもアミロイド症に対する効果を謳っているが、その方向性に差異があるのでは

ないかとの一定の知見が得られた。しかし、置換液量など透析条件の設定を見直す必要

性、より長期にわたる観察の必要性を認めた。 


